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✦ DMOとは？

出典：国土交通省 観光庁 「観光地域づくり法人（DMO）とは」
https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/dmo/dmotoha.html

観光地域づくり法人（以下「DMO」という。）は、
地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域へ
の誇りと愛着を醸成する地域経営の視点に
立った観光地域づくりの司令塔として、多様な
関係者と協働しながら、明確なコンセプトに基
づいた観光地域づくりを実現するための戦略
を策定し、着実に遂行する機能を備えた法人
です。

地方誘客及び旅行消費拡大を持続可能な
形で推進する上で、地域のさらなる魅力向上
や受入環境整備など、「観光地域全体のマネ
ジメント」の取組をDMOが主体となって行うこ
とが期待されます。

観光地域づくり法人（DMO）の登録制度
観光庁が、５つの観点で規定する「登録要件」の全てを満たす観光地域づくり法人を 「登録DMO」として登録する制度です。当該法人に対する支援等を通じて、各地における持続可能な観光地域づくりを

推進します。
登録DMOには、観光立国推進基本計画の基本的な方針に沿い、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する地域経営の視点に立った観光地域づくりの司令塔として、多様な関

係者と協働しながら、明確なコンセプトに基づく観光地域づくりを実現するための戦略を策定し、着実に遂行する機能を発揮していただきます。

制度概要
本制度は、「観光地域づくり法人の登録制度に関するガイドライン」に規定する登録要件を満たす法人について、観光庁が登録を行います。
登録の有効期間は３年間です。有効期間満了後も引き続き登録を受けようとする法人は、有効期間中の更新登録申請受付期間内に申請を行う必要があります
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✦ DMOとは？

出典：国土交通省 観光庁 「観光地域づくり法人（DMO）とは」
https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/dmo/dmotoha.html
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✦ 推進体制

伊賀上野観光協会が登録DMOとなり、4つの組織で伊賀上野DMOを構成し、伊賀市全域を支援対象とする

中央日本
総合観光機構

広域連携DMO

三重県観光連盟

地域連携DMO

中央日本エリア全域を対象
（富山県、石川県、福井県、
長野県、岐阜県、静岡県、
愛知県、三重県、滋賀県）

三重県全域を対象

連
携

観光まちづくりに関する
連携協定

外部人材外部人材
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担当者ワーキング
グループ

プロジェクト毎
個別打ち合わせ

伊賀上野DMOの推進体制 イメージ

トップ
会議

年２回開催

４団体の長＋α

年４回開催
事業方向性確認･決定

事業推進会議

適宜報告

月１回開催

施策間調整・進捗報告

報告書共有

事業頻度に合わせ開催

具体施策検討・実行
事務局担当者＋事業所担当者

事務局担当者＋事業所担当者

# 大分類 # 中分類

１ 地域のマーケティング
データ収集・分析

a タビナカマーケティングデータ収集
b タビマエマーケティングデータ収集
c 域内の観光に係る状況調査
d マーケティングデータ分析

２ プレイスブランディング
／情報発信

a オウンドメディアによる情報発信

b 伊賀市観光のプロモーション
（BtoCプロモーション）

c 受入環境整備

３ 旅行商品企画開発・販売
及びその支援

a 新規旅行商品の企画開発、
既存商品のブラッシュアップ

b
伊賀市旅行商品のプロモーション・
販売促進
（BtoBプロモーション）

４ 観光人材育成 a 市民・市内事業者向け観光リーダー
人材発掘・育成プログラム

５ 持続可能なDMO運営体制
の構築

a マーケティングデータに基づく
戦略策定、マネジメント

b 地域内合意形成
c DMO拠点の整備・運営

担当者WGの業務分類
【DMOガイドラインに基づき継続して取り組む事業】

事業所事務局

担当者WG＋事業者によりプロジェクトを組織して事業を実施
（例：MIRAIGAプロジェクトなど）

個別事業
【国補助金を活用するなどして取り組むプロジェクト等】
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✦ 推進体制
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✦ 伊賀市観光の現状と背景

01 「忍者」ブランドの定着と課題

長年の取り組みで認知度は高いが、観光入込客数は減少傾向にある。

ピーク時 約300万人 → 現在 150万人以下

02 経済への寄与度

観光地としてのイメージは強いが、主要産業は製造業であり、観光関連産業の地域経済へのインパクトが限定的である。

03 資源の活用不足

豊富な歴史文化資源（俳句、能、近代建築等）があるが、磨き上げ不足や未利用施設の存在により魅力が低下している。
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✦ 伊賀市が目指す姿

目的：「伊賀の魅力（地域全体のWell-being）」の向上

歴史文化資源の

磨き上げ

観光客の

誘致・活性化

資本を保存・伝承へ

再投資

俳句、能、城下町などの資源価値を高め、魅力を再構築する

得られた利益を文化財保護や
人材育成に還元し、次世代へ繋ぐ

地域への来訪者を増やし、
消費を促進して経済を潤す
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✦ 地域の強みと弱み（SWOT分析）

【強み】 【弱み】

【機会】 【脅威】

SWOT

「忍者」のリアルな資源
世界的な知名度を誇る最強のIPコンテンツと歴史的背景
城下町の街並み・文化
小京都と呼ばれる情緒ある景観、伊賀焼・組み紐等の伝統産業
地理的優位性
京都・大阪・名古屋の主要都市からの結節点に位置する

インバウンド需要の回復
訪日外国人客の増加と地方への分散傾向、「本物志向」の高まり

SNS映え・聖地巡礼
忍者コンテンツの視覚的魅力による情報拡散力

二次交通の脆弱性
観光スポット間の移動手段が限られ、周遊性が低い
連携と収益性の課題
地域業者間のネットワーク不足および客単価の低迷
受入環境の不足
ナイトタイムエコノミー（夜間観光）等のコンテンツ不足

周辺観光地との競合
大阪・関西万博や近隣の大型商業施設への流出

類似テーマ施設の存在
他地域の忍者テーマパークやエンタメ施設との差別化が必要

S

O

W

T
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✦ ターゲット戦略（国内）

【第1ターゲット】

50代の宿泊リピーター夫婦
@近畿・中部圏

#消費額高 #リピート率高 #本物志向

選定理由
経済的に余裕があり、消費額が高い層。
忍者を卒業した後の「食・温泉」といった上質な
体験を求めている。

方針
再来訪の促進
忍者以外の地域資源（歴史文化・温泉等）のバリ
エーションをPRし、大人の休日としての魅力を訴
求。

【第2ターゲット】

30～40代の子育て世代
@近畿・中部圏

#ボリュームゾーン #アウトドア #体験重視

選定理由
観光市場のボリュームゾーン。子供向けの忍者体験
や、キャンプ等のアウトドア・自然体験への需要が
高い。

方針
滞在時間と周遊範囲の拡大
日帰りだけでなく宿泊（キャンプ含む）を促し、
家族全員で楽しめる周遊型観光への転換を図る。
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✦ ターゲット戦略（海外）

【第1ターゲット】

欧州圏・米国（個人・少人数）
@独・仏・米 / 個人旅行(FIT)

#本物志向 #サステナブル #知的好奇心

選定理由
日本の本物の文化体験やサステナブルな取り組み
への関心が高い層。
歴史的背景への深い理解を求めている。

方針
Authentic（本物）な体験の提供
「忍者の聖地」としての歴史的背景や精神性（正
心）を訴求し、単なる娯楽を超えた深い体験を提
供する。

【第2ターゲット】

アジア圏（台湾・マレーシア等）
@台湾・東南アジア / ツアー客

#忍者人気大 #インバウンド牽引 #写真映え

選定理由
忍者コンテンツへの関心が非常に高く、インバウ
ンドのV字回復を支える優良市場。
団体旅行の需要も根強い。

方針
地域内消費の促進
単なる立ち寄り型観光から脱却し、地域内での飲
食・物販などの消費を促すルート造成とプロモー
ションを強化。
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✦ 観光地域づくりのコンセプト

不易流行
本質を維持しつつ、新しい変化を取り入れる
松尾芭蕉の理念に基づき、伝統の核心を守りながらも、時
代のニーズに合わせて革新を続ける姿勢。

●過去と現在が交差する体験
→史実に基づいた「リアルな忍者」と現代的エン
ターテインメントの融合。

●歴史文化資源の再定義
→俳句や能などの伝統文化を、現代の視点で「磨き
上げ」魅力化する。

旅・住包摂
観光客を単なる「客」ではなく
地域の一部として包摂
地域住民と来訪者の境界を溶かし、共に地域の魅力を高め
合う関係性を構築する。

●「旅をするように住む」スタイル
→長期滞在やワーケーションなど、地域に深く入り滞在の
提案。

●持続可能な地域発展
→関係人口と定住人口の境界を曖昧にし、担い手不足の解
消や地域活性化へ。

「忍者の聖地」 = 「不易流行」×「旅・住包摂」
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✦ 具体的施策

戦略の多様な関係者との共有

スマホアンケートシステムを使用したマーケティング分析結果等をとりまとめ、
ウェブサイトで公開するとともに地域の関係者との
情報共有懇談会（イガコレMeeting 年2回）を実施している。

観光客に提供するサービスについて、維持･向上・評価する仕組みや体制の構築

・飲食店のインセンティブやまち歩きモデルルートを掲載したMAP（城下町エリア、全域版、英語版）を作成し、店舗や
観光施設など250ヶ所にて配布。
・全県DMO（三重県観光連盟）やまちづくり会社（TMO)と連携し、地域事業者向け研修（Google Business Profile、通
訳アプリ操作など）を実施。

観光客に対する地域一体となった戦略に基づく一元的な情報発信･プロモーション

・市の公式観光情報サイト「伊賀イド」を市との共同により運営。同名のSNS（Instagram) も運営。
・海外セールス担当の職員を雇用し、国内ランドオペレータとのパートナーシップの下、国内エージェントへの営業活動
やVJTMなど商談会にも出展を実施。
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✦ KPI（実績・目標）
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✦ KPI（実績・目標）
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